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１．はじめに

　証券アナリストに対し、スチュワードシップ活

動への貢献、ESG課題への対応を求める社会的要

請など、様々な新たな要請が強まっている。本稿

では、これらの課題に、証券アナリストに対して

求められる対応に関して、職業規範や受託者責任

を踏まえ、現時点での筆者個人の意見を述べてみ

たい。ただし、本稿の意見や価値判断に関わるも

のは、あくまで筆者個人によるものであり、いか

なる組織の公式見解でもないことを最初に申し上

げておく。また、筆者は当該分野に専門的な知見

を有する者ではなく、あくまでESGを運用の現場

でいかに行うべきかという目的で論じているもの

であり、今後、専門的知見を有する論者による活

発な議論を期待したいと考えている。

２．�「証券アナリスト職業行為基準」で
証券アナリストに求められている
職業規範

　日本証券アナリスト協会は、1987年７月に「証

券アナリスト職業行為基準」（以下、行為基準）

を定め、会員に対して「行為基準」に基づく「証
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